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No.205(2010. 8. 1)

■行事のお知らせ

□８月例会
日 時 平成 22年 8月 1日（日）

第１日曜日です。お間違いなく

場 所 宝塚市立東公民館

201・202号室（2F）
午前 11時から審査、12時から花の展示

セミナー室（2F）
午後 1時 30分から講演

兵庫県宝塚市山本 2-5-2 (TEL 0797-89-1567)
会 費 1,000円

行事予定 11:00～12:00 審査

13:00～13:30 展示花観賞

13:30～15:00 講演：環境さん家の蘭栽培

講師：中島文子氏（全日本蘭協会）

15:00～15:30 展示花解説、人気投票

15:30～16:00 表彰・賞品授与

（今月の月例当番は、野坂康人氏、森 秀和氏 板東さとみ氏）

※ 8月は第 1週の日曜日になります。お間違いにならないようお願いします。
※ いつもの部屋とは違いますのでご注意ください。

※ 車で来られる方は、他府県地域ナンバーが多いためできるだけ奥の西北側の駐車場に

駐車されるようお願い致します。また、例会終了後机を元に戻して清掃する必要があ

ります。皆様のご協力をお願いします。

■７月例会（2010.7.11 於 池田市民文化会館）
【例会報告】

7 月例会は 7 月 11 日、池田市民文化会館で開
催されました。梅雨のシーズン最中のため当日も

1日中雨でした。とても広くていい会場でしたが、
その割に参加人数は少なく、出品花も 80 鉢弱で
した。まだまだ L. purpurata、C. warscewiczii、C.

warneri など多数の花を付けたカトレヤが並
び、数の割には華やかな展示となりました。そし

て私には名前を知らない珍しい蘭もたくさん出品

されました。

人気投票第 1位は、Neof. falcata で岩崎博美さ
ん出品です。33 花茎 190 輪も付いています。小
さな花ですがこれだけ付くと見事です。岩崎さん

は「特に何にもしていなくて、ほうりっぱなしです」とおっしゃいますが、長年咲かし続け

るのはやはり弛まない努力があるのだと思います。第 2 位は金平隆哉さんの Arachnis
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annamensis です。大型の株で長い花茎の先に 8 輪の花を付けていました。私は初めて見
る蘭で「くもラン」と呼ばれるそうですが、こんなのが家で咲くと面白いだろうと思いまし

た。第 3 位は神原隆一さんの Ponerorchis graminifolia が入っています。日本に自生してい
る和名ウチョウランです。これも小型の蘭ですが花の色のコントラストがはっきりしていて

人の目を引く花でした。

講演は都合により神原隆一審査委員長に 2010 年前半入賞花の解説をお願いしました。ま
だ 6 月の入賞花の写真がなく 1 月から 5 月までの解説となりました。例年より少し数は少
なめだそうですが、それでもカトレヤ、パフィオ、その他の属の美しい蘭を見せていただき

ました。最近は珍しい蘭や小型の蘭が多く出品され、やはり入賞花にもそれらが多くなって

きています。普段本や写真でしか見る事が出来ない蘭もここでは色々と見る事ができて参考

になります。 水谷崇子

□人気投票

１位 Neof. falcata 33花茎190輪開花蕾9輪 岩崎博美

２位 Arachnis annamensis 1花茎8輪開花 金平隆哉

３位 Ponerorchis graminifolia 14花茎83輪開花蕾14輪 神原隆一

４位 Rhy. retusa 14花茎340輪開花蕾850輪 金平隆哉

５位 C. gigas 4花茎8輪開花 西村栄子

６位 C. sincorana f. coerulea 2花茎4輪開花 川辺佳津子

□栽培賞

Neof. falcata 33花茎190輪開花蕾9輪 岩崎博美

□努力賞

Rhy. retusa 14花茎340輪開花蕾850輪 金平隆哉

Coeliopsis hyacinthosma 2花茎47輪開花 吉岡重子

【審査総評】 審査受付株：６株、入賞株：ＡＭ １株、ＨＣＣ ５株

審査申請株は、6 株（パフィオ 1 株、カトレヤ系 1 株、デンドロ 2 株、その他 2株）あり
ました。Den. goldschmitianum で、アルバかアルベッセンスか議論はありましたが、特に
問題もなく、全株審査しました。その結果、1 株が AM に、5 株が HCC に入賞しました。
入賞した Arachnis annamensis 'Daisen' は、花径も大きく、形も整っており、黄色地に大
きな赤褐色の斑点が鮮明で美しい花でした。Rhyncholaelia digbyana f. fimbripetala 'Madoka'
は、展開の良い非常に大きな花で、ペタルの切れ込みも大きく、大きなリップの切れ込みも

素晴らしく、立派な花で、AM も可能な花でしたが、リップ先端切れ込みにキズがあり、残
念でした。 Den. goldschmitianum f. albescens 'Daisen' は、アルバタイプの山木で、比較的
大きく、淡い黄色が中心から花弁の先にいくに従い白く抜け、優しい感じの花でした。同種

のセルフ株で、アルバとして他会で入賞しているものと比べて色彩的には、ほとんど変わら

ないが、リップ部分にピンクを帯びていると判断し、アルベッセンスとして審査をしました。

Ponerorchis graminifolia 'Shiseiden' は、和名「羽蝶蘭」で、リップの一点紅紫点が特徴で、
花形の整った目立つ花でした。Paph. emersonii 'Kanehira' は、栽培しにくい種ですが、良
くできており、黄色地に薄い褐色の斑点の有るリップが目立つ良花でしたが、ドーサルの展

開が気になりました。申請者としては、同交配の３つ目の入賞でした。Den. tosaense 'Hitomi'
は、和名「黄花の石斛」で、花径は大きめで、リップ中間部の褐色をアクセントに、花弁全

体が黄緑色の特徴ある花でした。 神原隆一

【審査員】 岩崎博美、金平隆哉、神原隆一、田口隆一、藤井秀明、別所和敏、森正宣

森山雅弘、吉田吉博



- 3 -

１．Arachnis annamensis 'Daisen' AM (80.0pts)
N.S. 68× 108，D.S. 8× 67，L.S. 12× 40，P. 12× 35，L. 16× 25
1花茎 8輪開花、ステム 885 金平隆哉

２．Rhyncholaelia digbyana f. fimbripetala 'Madoka' HCC(78.0pts)
N.S. 185× 170，D.S. 27× 110，L.S. 33× 90，P. 70× 92，L. 90× 82
1 花茎 1 輪開花、ステム 10 鵜川 清

３．Den. goldschmitianum f. albescens 'Daisen' HCC(76.5pts)
N.S. 22× 17，D.S. 6× 9，L.S. 5× 11，P. 6× 9，L. 8× 10
6花茎 27輪開花蕾 18輪、ステム 16 金平隆哉

４．Ponerorchis graminifolia 'Shiseiden' HCC(76.1pts)
N.S. 18× 18，D.S. 5× 6，L.S. 2× 5，P. 5× 5，L. 15× 11
1花茎 11輪開花蕾 2輪、ステム 50 神原隆一

５．Paph. emersonii 'Kanehira' HCC(75.5pts)
N.S. 120× 85，D.S. 36× 49，L.S. 35× 40，P. 45× 63，L. 31× 45
1花茎 1輪開花、ステム 60 金平隆哉

６．Den. tosaense 'Hitomi' HCC(75.3pts)
N.S. 40× 30，D.S. 7× 17，L.S. 10× 17，P. 7× 12，L. 10× 17
2花茎 8輪開花、ステム 45 鵜川 清

■東中国支部会・審査会（2010.6.20 於 国民宿舎サンロード吉備路）
【支部会報告】

農家は田植えで多忙なこの時期にもかかわらず 52 名の参加があり、83 株の出展がありま
した。カトレヤ類では、やはり梅雨時期に咲くレリア関係が最も多く出展されていました。

人気投票 1位の管勝司さんの出品で、L. tenebrosa× Enc. randiiは、（1花茎 4輪開花）濃
い赤色で、小さい乍ら眼を見張る美しい花でした。また、金平隆哉さん出品の、Papilionanthe
teles 'Ohyamazaki' は、天井につかえるぐらい長い茎に 29花茎 41輪の開花も見事でした。
この蘭は人気投票 2 位と併せて栽培賞になっています。井原正史さんの作品で、出展台の
隅っこに楚々と展示して人目に付きにくかったけれども、白くて輝きのある Den. papillio
'Gaiant' は、栽培賞になり素晴らしい作品でした。
会場では、何時ものように対面販売が盛況に行われ、午後からは、藤広治氏の講演で「2010
年沖縄国際洋蘭博覧会及び第１回蘭友会池袋サンシャイン蘭展の解説」があり、皆さん熱心

に聴講されていました。 川 博久

□人気投票

１位 L. tenebrosa×Enc. randii 1花茎4輪開花 菅 勝司

２位 Ple. teres 'Ohyamazaki' 29花茎41輪開蕾1輪 金平隆哉

２位 Enc. cordigera 3花茎47輪開花 川 博久

２位 Phrag. Andean Fire 7花茎11輪開蕾14輪 竹内ちずか

５位 Paph. Jelly Spence‘Eureka’ 1花茎4輪開花 佐藤健二
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□努力賞

Ple. teres 'Ohyamazaki' 29花茎41輪開蕾1輪 金平隆哉

Den. papillio 'Gaiant' 16花茎10輪開蕾6輪 井原正史

□努力賞

Max. tenuifolia 115花茎115輪開 神田祐史

Phrag. Andean Fire 7花茎11輪開蕾14輪 竹内ちずか

C. warscewiczii 4花茎16輪開 江国 茂

Enc. cordigera 3花茎47輪開花 川 博久

Den. psedoglameratum 7花茎89輪開蕾7輪 梶田 優

【審査総評】 審査受付株：２株、入賞株：ＡＭ １株、ＨＣＣ １株

今回、申請株が 2 株と少なく、２株とも審査しました。AM 80.7pts で入賞した Den.
victoriae-reginae 'Nakayama' は花の大きさ、色、形ともすばらしい花で、審査員からもう
少し高得点でもいいという意見もありましたが、この sib 株は総じて良花が咲いており、審
査の目が少し厳しかったようです。HCC 75.6ptsで入賞した Paph. Lebaudyanum は特別に
大きな花ではありませんでしたが、両親の特徴が良く表れたバランスの良い花でした。

金平隆哉

【審査員】 井原正史、金平隆哉、神原隆一、佐藤健二、藤広治、南本修二

１．Den. victoriae-reginae 'Nakayama' AM (80.7pts)
N.S. 52× 39，D.S. 11× 27，L.S. 11× 29，P. 15× 29，L. 17× 25
4 花茎 10 輪開花、ステム 1 金平隆哉

２．Paph. Lebaudyanum 'Hachioji' HCC(75.6pts)
( haynaldianum× philippinense )

N.S. 70× 190，D.S. 37× 54，L.S. 37× 48，P. 11× 130，L. 26× 48
1 花茎 5 輪開花蕾 1 輪、ステム 740 田中敦雄

■事務局からのお知らせ
□ 今月までの新入会員(敬称略）
藩 世英（宮城県刈田郡） 下平 剛徳（愛知県東海市）

安岡 豊子（高知県高知市・徳島支部） 倉田 勉（徳島県徳島市・徳島支部）
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■年会費（7,000円）の納入について［送金先］
現金書留の場合・・・〒 666-0006 兵庫県川西市萩原台 1-219

日本・蘭協会 会計：藤本 健

TEL & FAX：072-757-7768
e-mail：baawn704@jttk.zaq.ne.jp

郵便振替の場合・・・00930-8-136716 日本・蘭協会 藤本 健
（従来の払込取扱票使用出来ます）

銀行振込の場合・・・三菱東京 UFJ銀行吹田支店
（普）4523955日本・蘭協会 藤本 健

■本部事務局 別所 和敏

〒560-0052 大阪府豊中市春日町 5-1-3-903
TEL & FAX：06-6844-0889，kbessho@gaia.eonet.ne.jp

［速報委員］会員の皆様のご意見や栽培技術などの投稿をお待ちしております。

FAXまたは E-mailで連絡下さい。 名徳 倫明

住所：〒 563-0104 大阪府豊能郡豊能町光風台 1-4-10
FAX：0721-24-9373，e-mail：miyoutoku-mi@umin.ac.jp

アドレス：http://www.jos-orchids.org/


